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Henry Jamesの中短編小説・
芸鱗家ものの3つのタイプについて
名本達也
Three Types of Henry J ames' s Artist Tales 
Tatsuya NAMOTO 
要 1:::. 図
Most of the artist tales James wrote were published in 1880s and 1890s. These tales s巴巴mto fal into three 
categories. The first group， a俗sre巴pr巴s巴nt，総巴dby 
lemoぱfaぽrt出iおst臼s'privacy invaded by joumalism at註lattime. The second group focuses on the “lionization" of art動
ists. In “The Middle Years，"“The Death of the Lion，" and “The Figure in the Carpet，" the artist heroes are dis-
tressed because even critics， aswell as the reading public， can not understand or properly evaluate their works. 
The public shows interest only in the artists themselves， not in their works. Works which belong to the third 
group are“The Lesson of the Master，"“The Liar，"“TheR巴alThing" and the like. These tales evolve around the 
“art vs. the world" theme. In these tales， some artists pursue their id巴alfor釘t，while others sacrifice art for som巴
oth巴rpurposes， usually vulgar one such as“commercial success." Jamesian artist tales seem to reflect the 
author's disappointment at the way the public， critics， and joumalism treated th巴artistsin those days. 
序
へンリー・ジェイムズ (HenryJames)の110数編にのぼる中短編小説の中には、芸術或いは芸術家を主
題としたものが数多くある。長嬬小説のなかにも RoderickHudson (1875)やTheη'agicMuse (1889)の
ように、彫刻家や画家を主人公に設定したものもあるが、中短編と比較すると、芸術家ものが占める比率
は遥かに低いように思われる。更に、幾つかの例外を除けば、ジェイムズがこのテーマにこだわり続けた
のは1880年から1900年の20年開に集中している、というようなことが言えるのではないかと思われる。
結論を先取りすると、ジ、ェイムズの芸術(家)をめぐる物語は、大雑把に分類するならば、以下の3つ
のタイプに大別できるのではないだろうか。 1つめは、芸術家のプライヴァシーをジャーナリズムが暴い
てしまうことへの危慎と、このこと対する反発を扱った作品群である。 2つめには、芸術家が著名になる
と、世の関心が作品ではなく、芸術家本人にのみ注がれ、一般大衆は勿論、その時代のインテリ層でさえ
もが怒れた芸術作品の価儲を解さず、もはや作品が価値や意味を持たなくなってしまう、ということへの
憤りを主題にした作品群が挙げられる。 3つめとしては、芸術家或いは芸術の崇拝者が、芸術と世俗的な
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利主主の間で二者択一を迫られた時にそのどちらを優先するか、というテーマを扱った中捜繍群が挙げられ
る。従来、芸術家ものについては、まとまりなく断片的に幾つかの作品が取り上げて論じられて来たが、
本論では、先に述べたような3つのタイプに分類することができるのではないかという可能性を検証しつ
つ、個々の作品とそれらが執筆された時期のジ、ェイムズ自身の生誌とを対比させて、小説家の芸術観の変
遷を明らかにしたい。
1つめのカテゴリーに属する代表的な作品としては、“TheAsp巴m Papers"(1888)、“The Private Life" 
(1892)、そして“SirDominick Ferr組 d"(1892) 1などが挙げられるo "The Private Life"では、著名人の集まり
でスイスの行楽地に滞在している語り手「私Jが、作家Vawdreyに頼まれて彼の原稿を取りに行くと、そ
の開も、そこでもう一人の Vawdreyが原稿を執筆しているのを目撃する。一般的に“
作家の分身が登場することもあつて、「幽霊:ものJ或いは astory ofth巴supernaturalに分類されているが、「芸
術家ものjとの関連で言言えば、行楽地で休曜中の作家自身と、その開も部屋に閉じこもって小説を書いて
いるもう一人の作家は別人であるというジェイムズの主張に他ならない。そして、原稿を探していたとは
言え、作家(ここでは分身の方を指す)の創作活動の場へ踏み込んだ「私Jの行動は、小説家のプライヴア
シー侵害をしており、ジ、ェイムズがこれを非難していると読むことも可能であろう。
“官SirDomi沿1註n凶l註ic改kF<民巴r位ra加nd
たDomi凶n必lIc改kF<民er町T加 d氏の書簡を発見する。しかし、これは彼にとって大変不名誉なものであった。編集者
のLocketは、さ当5初Ba包ronの作品に否苔2定的であつたが、 Fe巴r股ra加nd氏の手紙を出版するなら、これを300ポン
ドで買取り、さらに彼の小説の幾つかの出版も引き受けようと申し出るが、彼は書簡を焼き捨てる。死後
も芸術家のプライヴァシーを守るべきだという“SirDominick Ferrand"におけるジェイムズの主張は板めで
わかりやすいし、彼は『創作ノーけにも寸heidea of the responsibility of destruction - th巴destructionof pa略
P巴rs，leters， records， etc.， connected with the private and personal history of some great and honored name" (Edel 
Notebooks 66) と、その主題をはっきりと書きとめている。
作品自体の出来栄えも手伝って、芸術家のプライヴァシーを尊重すべきだという主張を扱ったものの中
で、“TheAspern Papers"は最もよく知られているだろう。この中編小説に登場する無名の語り手「私Jは、
今は亡き祖国アメリカの詩人Jeffrey Aspernの熱烈な崇拝者であり、詩人に関する書物の縞集に携わって
いる一-i私J自身の言葉を借りれば、“I'ma critic， a commentaω丸anhistorian" (12 : 89) 2ということになる。
彼は、 JeffreyAspernの恋人であったJulianaBordereauが、撞めて高齢ではあるが、姪のTina-姪といっ
ても、彼女も既にかなり高齢に達しているのだが一ーとイタリアのヴェニスでひっそりと暮らしているの
を聞きつけてやって来る。是非庭のあるところに部屋を借りたいとの理由で、「私JはJulianaの屋敷に偽
名を使って間借りすることに成功する。「私Jは、 Tinaに好意を寄せているふりをして、彼女を懐柔して
手紙を手に入れようとするが、成果ははかばかしくない。ある晩、「私Jがこっそりと Julianaの私室に忍
び込んで、手紙が保管されている杭に手をかけると、恰もそれを待ち構えていたかのように彼女が戸口に
現れて、あの有名な"Ahyou publishing scoundrel !" (12 : 118) という台詞を「私jに叩きつけるのである。
語り手はヴェニスを離れるしかなくなるが、戻ってみると、書簡は Tinaの手に渡っていた。彼女は、結
婚するなら手紙を引き渡すとほのめかすが、「私」は逃げ出してしまう。しかしながら、如何なる犠牲を
払ってでも詩人の手紙を手に入れたいと、この条件を呑む覚悟で今一度Tinaのもとへ馳せ参じるが、既
に彼女が書簡を焼き捨てた後だ、った。
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Edelがジェイムズのことを“awriter addictedωl巴tter-buming"(Life ofHJ 1 : 804) と呼んでいるのには幾
分榔撒がこめられているだろうが、誇張とも震えない。小説の中においても、彼自身の実生活においても、
ジェイムズほど沢山の書簡を焼却した作家は他に類をみないだ、ろう。秘密を暴露する手紙の焼却は、初期
の長編 TheAmerican (1877)の頃から見受けられる。 ChristopherNewmanが、彼と娘との結婚に頑なに反
対し続ける Bell巴garde家のスキャンダjレを暴くことになる書簡を手に入れるが、そのような手段に訴える
ことなく、処分してしまうという場面がある。ただ、本論で問題にしたいのは、 1880年から1900年の開に
書かれた中短編においては、書簡の焼却という作為の持つ意味が全く異なってくるという点だ。“SirDom-
inick Ferr叩 d"や吋heAspem Papers"の場合のように、この時期に書かれた作品にあっては、手紙は、芸術
家或いは著名人のプライヴァシーを守るために焼却され、それを暴こうとするのは、必ずといってよいほ
どジャ…ナリズムに関わる者たちである。それ故、 JulianaBordereauが"Ahyou publishing scoundrel 1"と語
り手「私Jに対して発する言葉には、ジェイムズの主張の全てが条約されており、重みがある。
急速に発展しつつあった当時のジャーナリズムを小説家がかなり意識していたのは事実で、ジェイムズ
は寸heAsp巴mPapers"の中で19世紀後半を“theage of newspapers and telegrams and photographs and interview幅
ers"(12 : 8) と表現している。そして、著名人がマスメディアの監視の眼を逃れて暮らすことが如何に
困難になりつつあったかも、以下のTinaと「私Jのやり取りからわかる。
. . 1 think 1 know what your poor aunt wanted to say. She wanted to give directions that her papers should 
be buried with her. 
Miss Tina appeared to weigh this suggestion; after which she answered with striking decision，“Oh no， sh巴
wouldn't have thought that safe1" 
“It seems to me nothing could be safer." 
“She had an idea that when people want to publish they're capable一一!"
And she paused， very red. 
“Of violating a tomb? Mercy on us， what must she have thought of me!" (12 : 133-34) 
Julianaは自分自身の死後、書簡を一緒に埋葬してもらっても、メディアに携わる者なら墓荒らしさえ
しかねないと恐れて、焼却の方を選択したというわけだ。実際、これはジェイムズにとっても、他人事で
はなかっただろう。ジェイムズは、 1876年にジョルジユ・サンド (GeorgeSand)が亡くなった特に大衆
やメディアの関心がこの著名人に向けられ、本人が生きていれば決して望まないような書簡が公表されて
しまうのではないかと危慎したJこれは、彼の杷憂におわったかに見えたのだが、 20年経過した後、 Revue
de Parisの編集者たちの手によって、サンドの私憶が白日の下にさらされることになる (Holland 131)。
このような形でのジャーナリスムによる著名人のプライヴァシー侵害は、もはやフィクションの世界の出
来事ではなくなってきつつあったわけだ。
Juliana間様に、ジェイムズ自身も自分自身の死後、彼の個人的な秘密が当時のジャーナリズムに暴か
れることがないように、かなり周到に予助線を張り巡らせていた。彼の用心深さが最も際立つのは、親し
い関係にあったコンスタンス・フェニモア・ウルスン (ConstanceFenimore Woolson) との関係においてで
ある。そのミドルネームが示すとおり、ウルスンは、アメリカ開拓時代における最も名の知られた作家で
あるジェイムズ・フェニモア・クーパー (JamesFenimore Coop巴r)のgrand-nieceであり、彼女自身も作家
であった。ウルスンは、ジェイムズの敬愛した従妹MaryTempleの妹、 HenriettaPell-Clarkの紹介状を手
に渡欧し、ジェイムズを訪ねる。彼にとって、 Temple家の姉妹からの紹介状がどれほどの効果を持って
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いたかは改めて詳述する必要もないだろうが、ウルスン自身も精力的に活躍している女流作家でもあり、
当然の流れであるかのように2人は親交を結ぶようになる。ジェイムズは、小説家としての彼女をかなり
く評備していたようで、 ThePortrait of a Ladyや、舞台上演するl祭の“Daisy担iler"の脚本などについて、
個人的に彼女に感想や意見を求めることがしばしばあった。また、 1886年の暮れからの一時期には、フイ
レンツェの Bellosguardoにウルスンが借りていた VillaBricheriに滞在しでもいる。“TheAspem Papers"の
執筆の大半は、この麗敷でなされた (Ede1L俳ofHJ1 : 804)。
上で述べた事柄は、今日ではよく知られている事実であるが、当時のジェイムズは、ウルスンと伺じ躍
敷に住んで、いたことについてはかなり意罰的に隠そうとしていた (Gordon 218)。ところが、 1894年 1丹
24日、ウルスンが当時住んでいたヴ、ェニスの屋敷の窓から転落死した時、ジェイムズは当初イタリアへは
赴かないつもりだ、ったのだが、 TheTimesが、彼女の自殺の可能性を報道すると、急、;髪、考えを識す (Edel
L俳ofHJ2 : 77)。
彼女の妹C1乱raBenedictと、いとこの GraceCarterが葬儀と遺品の整理のために呼び寄せられるが、前者
は後にある友人に“HenryJames met us at Genoa， and never never [sic] 1eft us until al her pr巴ciousthings were 
packed and boxed and sent to America"と書き送っている (Ede1L俳ofHJ2 : 84)。そして、この折にジェイ
ムズは、彼がそれまでにウルスンに送っていた番街を取り戻したという。更に、ジェイムズはゴンドラで
出かけて、彼女の遺品のドレスを一枚一枚ヴェニスのラグーンに沈めたというのだ。 Gordonは、ドレス
以外の何かをも沈めたのではないか、という可能性にも言及している (287-88)が、全く無茶な推測であ
ると断定することもできないだろう。というのは、ウルスン自身が生前に、周国を驚かすことになるだろ
う遺書を残したと、ある人物に告げていたからだ(Gordon 287)。小説家がこのような奇行に及んだのに
は、それなりの理由があったと考えるのが当然であるし、将来、 2人の秘密を暴露することになる何かが
メディアの手に渡ってしまう可能性を心配していたからこそ、未然に防ぐための策を講じたと考えられ
る。先に触れた Ju1ianaのメディア非難の言葉に象鍛されるように、ジェイムズは当時のジャーナリズム
のあり方に敵意を感じつつ、同時に恐れていたとも言えるだろう。
Ede1によれば、ジェイムズはウルスンとの間に互いの書簡を処分する約束を取り交わしていたようで
あるが (Ede1L俳ofHJ1:811)、サンドの場合と同様に一ーといっても、これはジェイムズ自身が焼却し
忘れたからであろうが一一ウルスンから彼へ宛てた4通の手紙が彼の手をすり抜けて、 Ede1の編集による
Henry James Lettersの第3巻に収められている (525-62)。また、本論でも引用している給日作ノートj(Note悶
books)なども、当然のことながら、読者の眼に触れることを前提として書きとめられたものではないだ
ろうから、小説家にとっては不本意な形で世に出されたもとのと考えられる。 "TheAsp巴m Pap巴rs"に代表
される本意で触れた中・短編は、メディアが著名な芸術家たちの身辺へ過剰な詮索をし、それを報道をし
始めた時代の潮流への反発として書かれたと考えるのが妥当であろう。
本章で紹介した通り、ジヱイムズは、芸術家のプライヴァシーが、マスメディアに侵害されることを様
度に心配した小説家であった。それだけに、作家の死後まだ l世紀も経過したわけではないが、彼の作品
研究の第一人者が伝記家Ede1であり、彼の生涯について詳述した浩翰の書4を世に残したことは皮肉とし
か言い表しょうがない。
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世の常として、それがどのような分野であれ、著名人に対する世間の関心は、しばしば著名人自身に注
がれがちで、その人物のなせる技や作品それ自体は、案外なおざりにされがちである。ジェイムズの場合、
議員自に見ても、誰でもが気軽に手にとって読めるというような小説ばかりではないため、彼自身の名が
売れる一方で、、一般大衆が彼の期待するように作品を読んで理解することはできなかったと言うべきであ
ろう。実際、文芸雑誌等に掲載されるジ、ェイムズの作品への批評は、彼自身の主張とはかけ離れた解釈で
あり、しかも酷評しているものが多かった。作品を正しく理解した上での非難ならまだしも、的外れな解
釈と批判を浴びせ続けられれば、ジェイムズでなくとも失望するだろう。彼が最も苦節を味わわされたの
が、長編TheTragic Muse (Atlantic Monthly への連載が1889年 1 月 ~1890年 5 月、単行本化1890年)の不
評と、閤知の通り麟作での失敗を象徴する1895年の GuyDomvilleの上演であり、 1890年代前半というこ
とになる。前者が酷評されたことはジェイムズを長舗の執筆から 7年間も遠ざからせたし、後者の失敗で
劇作はすぐに断念となった。
しかし、ここに面自い指摘がある。 Matthiessenは、吋hestories where J叙nesis writing from the heart of his 
own aesthetic convictions are the best of the group [artists tales]， most of which belong to the years 1893-6" (73)と
指摘し、ジェイムズが芸術家ものの一連の作品で彼の真骨頂を発指した時期は、作家自身が世関の酷評に
最も苦悩した時期とほぼ合致するという。当時の小説家の境遇を考産すれば、 1880年からの20年間、長縞
や劇から遠ざかり、中銀編に力を注いだ、ということは当然の流れのように思えるし、その中で、読者や批
評家が如何に芸術作品を理解できてないかを榔撤する傾向が強くなったとしても不思議で、はないだろう。
有名人としての作家自身には興味を示すものの、作品には興味を抱かない、或いは、仮に興味を抱いたと
しても、それを適切に解釈できない読者や批評家たちを非難する類の作品群がこの時期には多く書かれ
た。これらを 2つめのカテゴリーとして見てゆきたい。
このタイプに属する代表的な作品としては、“TheMiddle Years" (1893)、寸heDeath of the Lion" (1894)、
そして“TheFigure in the Carpet"は896)などが挙げられるだろう。これらについても、それぞれ簡単に紹
介しておこう。マheMiddle Years"では、病気療養中の作家Dencombが、彼を崇拝する青年医師Hughと
出会う。青年医師は、ある伯爵夫人に付き添って保養地を訪れていたのだが、徐々に Dencombに献身す
るようになる。 Hughは、伯爵夫人を見捨てることがなければ、彼女の莫大な財産を相続することができ
たが、 D巴ncombの介護を選択する。しかし、彼でさえもが、 Dencombの小説を理解できていたわけでは
なかった、というものだ。寸heDeath of the Lion"においては、記者である「私」の手記を通して物語が進
む。「私Jが作家NeilParadayに取材したのをきっかけに、 ParadayはTheEmpire紙に取り上げられ、一躍
有名になる。彼を訪れる取材陣や社交界の人々は、著名人としての彼にこそ輿味は示すものの、作品に興
味はない。滞在先の屋敷の女主人説rs.Wimbushに新作の原稿を韻けると、被女はそれを又貸しして紛失
してしまう o Paradayは、それを知らされることなく世を去ってゆくというものである。この物語におい
て、語り手「私jは、ひとたびParadayの名が売れてしまうと、彼のもとへ押し寄せてくる客人たちとの
関に入り、彼が創作活動に専念できるようにと立ち回るが、これとても、単に有名作家を独り占めしたい
という動機から生じた行動のように見受けられる。また、熱烈な Paradayの崇拝者FannyHurter嬢が、海
を渡つてはるばるアメリカからやってくると、「私jは、彼女を彼に合わせないばかりか、最後には彼女
と結婚したという顛末が手記で諾られる始末である。“TheFigure in the C紅pet"の場合は、その解釈におい
て物議を醸してきた作品であり、読解に注意を要する一一本稿では、詳細については拙論「作家とジャー
ナリズムー-HenryJamesの‘'TheFigure in the Cぽpet"e "The Death of the Lion" Jに譲り、概略を簡単に紹介
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するに留めておこう。友人の評論家Corvickから依頼を受けた「私Jは、 Verekerの小説の苦手許を書くが、
とあるパーティーの席で、 f私Jが出席しているとは知らずに、彼本人が論評の稚拙さを客たちのまえで
槍玉にあげる。 V巴rekerは「私Jに謝罪するが、同時に、彼の作品には、はっきりと「械訟の下絵(市efig-
ure in the carpet") Jがあるのだが、これまで如何なる批評家もこれを正しく理解できていないと告げられ、
「私jの探求が始まる。友人の Corvickは、この「誠訟の下絵Jを発見するが、「私jに告げる前に事故
死する。しかし、彼と結婚した女流作家Gwendol巴nにはこれを伝えていたという。「私Jは、彼女と結婚
してでも秘密を手に入れょうかと遼巡するが、彼女は三流批評家と再婚し、 Verekerもローマで客死し、
「私jには「械懇の下絵Jが理解できないまま物語が幕を関じるというものだ。
“The Middle Years"や‘マheDeath of the Lion"に比べると、主張がはっきりしない短嬬のようにみえるかも
しれないが、要するに、ジェイムズは、「私」が作品を理解することができない批評家だと主張している
わけである。この場合、「私jが部撤の対象ではなく、実際に彼の作品を理解できなかった当時の評論家
に矛先が向けられていることは指摘するまでもないだろう。「私」は直接作品を読んで「械訟の下絵Jを
諜し続けようとしたのではなく、 Corvickに頼り、披が亡くなると、 Gwendolenと結婚してでもそれを手
に入れようとし、テキストを読むことによって、自分自身で作品を理解しようとは試みなかったわけだ。
第1主主で論じた、芸術家とプライヴァシーの問題は、ジェイムズだけに眼らず、問時代の知識人たちも
感じ取っていたテーマであるかもしれない。ただ、ジェイムズほど露骨に当時のジャーナリズムを攻撃は
しなかったというだけであろう。しかしながら、本章で取り上げたような、読者や批評家を槍玉に挙げて
非難したのは、ジェイムス閤有の問題と認識するべきだ。ジェイムズの小説は1890年頃を境に、技法・文
体共に難解になった。読者離れが進むところへ、 TheTragic Museや舞台での上演失敗が拍車をかけて、
ジェイムズ自身の読者と批評家両方に対しての不信が募り、彼なりの反論として出てきたのが、本章で紹
介した作品群であると考える。時期的にも1890年代に顕著な特徴であると言えるだろう。
盟
3つ自のグループとして、作中人物が人生において芸術と世俗的な事柄の聞で、そのどちらを鐙先する
かという点に光を当てた作品群が挙げられる。この分類は、以下のPowersの指摘に負うところが大きい。
Most of Henry James's stories of artists which he chose to include in the New York Edition of his works are 
to be found in volumes XV and XVI of the 1907心9Edition. τ、'wonotable 巴xceptionsa紅ret白h巴Of1負tト付罰守r巴prir股lt犯ed
Real Thing" (1892) in volume XVIII， and the less familiar “Th巴Liar"(1888) in volume XII. The reason for their 
separation from the others is easy to see， for these two are different in intent from the stories of XV and XVI. 
The later group deal with those problems of the artist which may be subsumed under the rubric“紅tvs. the 
world"(in the terms of James's preface to The Tragic Muse)一 thedi1emma of the artist confronted with an im-
percipient and indifferent public， the seductive appea1 of easy popular“success，"the danger of artistic prostitu-
tion， tめh巴t偽hr犯ea拭tof social lioni捻za“tiぬon札1.
ethics aおsi抗tappli巴岱Stωo t白h巴紅6出sはt，a point which is of considerable importance in James's general ethical system. 
(360) 
ただし、“theworld"が表す世俗的なものというのは捉えどころがなく暖味模織としており、作品によっ
ては、ある研究家が“artvs. the world"をテーマとして扱った作品であると主張しでも、地の研究家が全く
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この問題に関心を示さないというような例も存在するほど、この範鴎に属する作品であるかどうかを判断
するための境界線を引くのは容易ではない。ともあれ、このグループに属すると考えられる作品群として
は、 “Th恥eStωOI勾γOぱfaMa俗st犯er巾pi託巴c印巴"ぺ(1凶86槌8)λ、
(仕18印92幻)などが挙げられるだだ、ろう。
これらについても願を追って見てゆくが、“TheStory of a Masterpiece"と"TheLiar"はほぼ同じモチーフ
を共有しており、後者は20年先に出版された前者を元に、ジェイムズが手査しを入れて書き直したような
作品となっている。今日、“TheStory of a Masterpiece"は等関視される一方、“TheLiar"はニューヨーク版
にも収録されており比較的高い評価を得ているので、本論ではこちらを紹介するに留めたい。画家Oliver
Lyonは、かつて憧れていた EverinaBrantと再会するが、彼女は法螺吹きで有名な Capadose大佐と結婚し
てしまっていた。 Lyonは、その卓抜した技量で「嘘つきJとしての大佐を肖像画に描きあげる。画家の
外出中にアトリエを訪れた大佐は、その出来栄えに憤慨し、ナイフでこれを引き裂く。丁度帰ってきた Lyon
は、この顛末を隠れて眺め、後に、肖像画が壊されていたことを Capadose大佐に開いただすと、彼は a佳
しい女を目撃したと言い訳し、 Everinaも夫に日裳を合わせるというものである oLyonは、かつて被にさ
れた女性に対して、その夫を醜く描くということで仕返しをしようとし、また、かつて彼が撞れていた女
性の夫の地位におさまっている大佐への嫉妬から、その優れた絵商の技術でもって嫌がらせを試みたと読
める。というのも、 Lyonは、大佐が肖像画に切りかかるのを制止することもできたはずなのにそうしな
かったし、大佐が肖像画を破壊したことに満足を覚えるのである。 (12: 376) "The Liar"の場合は、主人
公が芸術よりも、世俗的な目的を優先させたケースにあたると雷えるだろう。
“The Lesson of the Master"で、は、新進気鋭の作家PaulOvertが崇拝する先輩作家HenrySt. Georgeに出会
う。彼は、 St.Georgeから妻や子供に時間を取られると芸術活動に専念できないだろうから、結婚せずに
執筆を続けるべきだと助雷を受ける。素直にこの言葉を受け止めた Paulは、意中の女性MarianFancourt 
嬢を諦め、 2年ばかり外国へ出かけて小説を完成させる。ところが、ロンドンへ戻ってくると、 St.Georg巴
の姿は亡くなり、彼がFancou汎嬢と婚約したということを関かされ、裏切られたと感じる、というもの
である。 St.Georgeは結婚或いは恋愛という日常的世俗的選択を犠先する一方、 Paulの場合は芸術を罷先
しており、 2人の選択が対熊的に提示される。
次に“TheReal Thing"の場合を見ておこう。ある画家のアトリエを訪れた Monarch夫妻は、どうみても
紳士淑女なのだが、実は生活に園り果てていて、絵のモデルの仕事を求めてやってきたのだった。下町の
娘Churmや浮浪者同然のイタリア人Oronteの方がモデルに起用すると貴族的雰囲気を醸し出すのだが、
夫妻の場合は、容積に起用したほうが、より本物らしく見えることに癌家は気づく oMonarch夫姿をモデ
jレにした作品の評判は芳しくなく、このままでは依頼を取り消すと警告されて、画家は、夫妻に問情的で
あったのだが、考えた米に ChurmとOronteを起用し、彼らをお払い箱にするというものである。 Powers
は、“theMonar・chs昌reused and ‘sacrificed'ωth巴endof art" (367) と述べて、“TheReal Thing"は、芸術家が
世俗的な目的よりも芸術を優先した物語であると指摘する。しかし、商家は本物を描くことを諦め、彼自
身の生計を立てることを重視したと解釈すれば、世俗{愛先の選択をしたとも読めるだろう。
これらの例が示すように、ジェイムズは、芸術と世俗的な事柄のうち、そのどちらかを罷先すべきだと
主張しているようには見えない。主人公或いは主要人物が、前者を優先する場合もあれば、後者を選択す
る場合もあり、一貫性は見受けられないからだ。また、ジェイムズの芸術観については、 1880年代に書か
れた中短編群の他にも、初期のRoderickHudsonや‘'TheMadonna of the Future"などについても考察を加え
てみる必要があるだろうが、この問題については稿を改めることにしたい。
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本稿では、ジェイムズのいわゆる芸術家ものを 3つの型に分類して議論を進めてきたが、これについて
は若干補足が必要であろう。実際には、 1つの作品が必ずしも 1つのテーマしか持たないわけで、はない。
便宜上このように分類したが、実際には、読み方によっては別のタイプに分類されるべきではないかと読
めるような作品も、或いは3つの型のうち、按数の範轄に属すると考えられる作品も存在する。
例えば、本論では‘'TheDeath of the Lion"を、芸術家の作品を理解できない大衆や批評家を非難しようと
する意留で書かれた作品であると分類したが、他の2つのカテゴリーに属する要素も多分に持ち合わせて
いる。当初無名であった Paradayの“I'mnot in the least celebrated my obscurity protects me" (15 : 108) とい
う台詞が示す通り、彼は世関に名前が知られていないうちは、創作活動に専念できていたわけである。と
ころが、社交界の人々にもてはやされるようになった結果、執筆活動の時間を失うことになる Paradayの
境遇に藩目すれば、本編は、世俗的成功が芸術を駄目にしてしまうという“artVS. the world"の範轄に属す
るべき作品だと解釈することも無理ではないだろう。或いは、この物語に登場する DoraForbesとGuy
Walsinghamという作家は、それぞれ筆名を用いることによって、世間からの注自を浴びることを逃れて
いる。更に、その名前が通常示す性別とは裏腹に、実は前者が男性で、後者が女性なのである。このよう
に、芸術家たちが自らの素性を隠さねばならなかったことは、当時のジャーナリズムが彼らのプライヴア
シーを器害し始めていた故の自衛手段ともとれる。彼らのように世俗的処世術に長けていなかった Paraday
は、メディアの取材攻勢に疲れ果ててしまうわけだ。このような観点から‘'TheDeath of th巴Lion"を読めば、
芸術家のプライヴァシーとメディアの問題に光を当てているようにも読めるのである。
最後に、上で議論した事柄を敷街するために、“TheBirthplace" (1903)を紹介しておこう。この作品も
芸術家ものの範障に属することには関連いないが、議論してきた3つのテーマ全てを扱ってはいるもの
の、特に3つのテーマのうちどれに力点を霞いているのか判断しずらいほど、総括的な作品である。羽or-
ris Gedgeは、田舎のさびれた図書館勤めであったが、恩義を感じていた権力者Grant-Jacksonの力添えで、
英国を代表するといわれる詩人一一イ乍中で具体的に詩人の名前には雷及されないが、 Shakespeareだと考え
られるーーの生家の管理人兼案内人の職を得る。 Gedgeは、詩人の生家を独占できたことに満足し、夜な
夜な館を俳拙する。しかし、昼間になると、つめかける客たちに、事実かどうかは彼自身も確証のな
柄を延々と説明するのであった。果たして、その部屋で、詩人が実際に生まれたのかどうかさえわからない
のに、このような客を楽しませる「ショーjを続けることに嫌気がさした Gedgeは、事実を結える方が
適切なのではないかと遼巡し始める。噂を耳にした Grant-Jacksonは、訪れた客を楽しませないのであれ
ば、案内人の職を解任すると灰めかす。妾Isabelからは、職を失って貧しい生活に逆戻りするつもりかと
費められ、ショーマンに徹する決意をする。唯一、詩人の生家を訪れる客たちの中で、本当に詩人を理解
しようとしている Hayes夫妻に館内を案内しているところへ、再びGrant-Jackson氏がやってきて、 Gedge
に昇給を告げる、というものである。
この話は、書かれた時期からもわかるように、従来扱ってきた3つの主題を全て取り込んでおり、短編
ではあるけれども、芸術家ものの集大成として位置づけられるかもしれない。詩人の作品には輿味を示さ
ないが、観光の名所である詩人の生家へ押しかけてくる客たちに着目すれば、死設も生前の暮らしぶりを
詮索される詩人のプライヴァシー侵害の物語と解釈できるだろう。このような大衆を軽蔑する一方で、
理人の職につくまで詩人の作品を一輔さえ読んだことのなかった Gedgeも開類と言えるだろう。 Holleran
は、以下のように述べて、“TheBi地place"を、作品に興味を示さない大衆への批判であると読む。
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Gedge and the Hayeses have， however， something in common. They recognize the ridiculousness of the 
whole affairs and by their analysis of the situation reflect some of James's views on art and success. James insists 
that if one wishes to know or to show respect for him， one must read what he has written. The respect given to 
the great poet in this story is as cheap as that given to Neil Paraday in"The D巴athofthe Lion."(80) 
また、 Grant-Jacksonに識を解任されると脅された時に、詩人について真実を伝えてゆくべきかどうかで
迷ったあげく、結馬、自己の食い扶持の確保を{憂先する Gedgeは、芸術よりも世俗を優先したと蓄える
だろう。このように、“TheBirthplace"の場合は、芸術家とプライヴァシーの問題、作品に輿味を示さない、
或いは理解できない大衆、そして“artvs. the world"の3つの主題がバランスよく取り込まれており、どの
テーマに力点が霞かれているのかは判i析を下しかねる。しかし、とりもなおさず、この短編小説が芸術家
ものであることには変わりないだろう。
結び
ジェイムズの小説の中には、 RoderickHudsOllや“TheAuthor of Bel出血0"のように、本稿で論じてきた3
つの範障には当てはまらない作品も散見される。しかしながら、被の創作活動全体を概観するとき、
して芸術家を主要人物に据えた物語にあっては、芸術家とプライヴァシーの問題、芸術家と、芸術作品を
正当に評価できない読者や批評家との関係、そして、“制 vs.the world"テーマの3本の柱が常に芸術家も
のの根底にあると言えるだろう。これら一連の中短縮において、ジェイムズは芸術論を展開しているわけ
ではない。芸術家ものは、ジ、ェイムズ自身の芸術に対する認識の在り方と読者大衆のそれとの間に生じて
しまったズレ一一それは取り分け小説の技法・文体等も含めた表現形式の好みにおいて著しかったと思わ
れるが一ーに対する彼の不満や、小説が理解されないという葛藤から生じた作品群と考えるべきだろう。
読者に評価される作品を書くことは彼自身にとって世俗的成功を意味したであろうが、一方で、読者には
背を向けてひたすら彼自身の理想を追求するべきなのかどうかを遼巡するジ、エイムズの迷いも、一連の芸
術家ものには少なからず反映されていると言えるだろう。
Notes 
l “Sir Dominick Ferrand"は、 1892年に“JerseyVillas"として出版されたが、翌年、このタイトルに己主題された。
2 本論におけるジ‘ェイムズの作品は‘守heStory of a Masterpiece"を徐いて、全てニューヨーク版に恭づいており、これ以後、
その作品が収録されている巻と頁番号のみを示す。
3 “When James had written a brief notice on her death in 1876， he did not express his often strong diffidence about the“painful side"of 
“emptying table drawers after an eminent writer's death，"nor anticipate“feeling as one who has broken op巴na cabinet or rummaged 
an old desk"; he simply wonder at her“fertility"and stated that“her admirers will be anxious to learn whether it has not bequeathed 
some documents - memoirs， reminiscences， ornarratives more explicitly fictitious which ar巴yetto se巴thelight. (Holland 131) 
4 Henry James: The Untried Years 1843グo(1953)、HemァJames:The Conquest of London 1870-1881 (1962)、HenりIJames: The 
Middle玲ars1882-1895 (1962)、HenryJames: The η四 CI，問。us}知町 1895-1901 (1969)、HenryJames:刀leM，倒的 1901-1916
(1972)の5情を指すo Edel は1963年に Pulitzer設と全米図番協会主主を同時に受賞しているが、このジェイムズ伝が去を
も貢献したことは間違いない。本稿の WorksConsultedに挙げている TheLife of Hellly James ，土、後にこの 5-mtを 2巻に
緩めて詩子りされたものである。
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